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預言解釈の原則 

 

1． 解釈の黄金律 

 

 ある箇所をそのまま読んで意味が通じるなら、それ以外の意味を探してはならない。つま

り、すべての言葉を、主要な意味、一般的な意味、通常の意味、字義通りの意味において解

釈せよということである。 

 もし、他の関連する聖書箇所と比較したり、あるいは、聖書全体の基本的な真理と比較し

たりした結果、文脈上別の意味に取るべきであると判断される場合は、この限りではない。 

 

２． 二重言及の原則 

 

 聖書には、同じ箇所の中で、時間的には長い隔たりのある別の出来事を、類似性や相関性

があるという理由で、あたかも一つの出来事であるかのように表現している場合がある。（そ

のよい例が、イザヤ書 11：1～5 である。1～2 節は、メシアの初臨を、3～5 節は、再臨を預

言している。） 

 

３． 再記述の原則 

 

 聖書には、より詳細な情報を付加するために、同一の出来事に関する記述が繰り返し出て

くる場合がある。 

例１： 創世記 1：1～2：3と 2：4～25 

創世記 1：1～2：3は、六日間の創造と七日目の安息を表現している。 

創世記 2：4～25 は、六日目に焦点を当て、アダムとエバがどのように創造されたかをより

詳細に説明している。 

 

例２： エゼキエル 38：1～23 と 39：1～16 

38 章は、ロシアによるイスラエル侵略、及びそれに続くロシアの崩壊を預言している。39

章は、同じ出来事に詳細な情報を付加している。 

 

４． 文脈（Context）を無視した解釈は、私的解釈（Pretext）である。 
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黙示録（１：19） 

 

序言 1：1～3 

 

 

あいさつ 1：4～8 

 

 

 

Ⅰ． ヨハネが見た事： 栄光に輝く人の子 1：9～20 

A. ヨハネの自己紹介 1：9～11 

 

 

 

 

B. 啓示 1：12～16 

 

 

 

 

C. 解釈 1：17～20 

 

 

 

 

Ⅱ． 今ある事 2：1～3：22 

A. エペソ 2：1～7 

 

 

 

 

B. スミルナ 2：8～11 
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C. ペルガモ 2：12～17 

 

 

 

D. テアテラ 2：18～29 

 

 

 

E. サルデス 3：1～6 

 

 

 

F. フィラデルフィア 3：7～13 

 

 

 

G. ラオデキア 3：14～22 

 

 

 

Ⅲ． この後に起こる事 4：1～22：5 

A. 大患難時代の前に天で起こる出来事 4：1～5：14 

1. 神の御座 4：1～11 

 

 

 

 

 

   2． 小羊と七つの巻物 5：1～14 
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B. 大患難時代 6：1～18：24 

１． 大患難時代の前半の起こる出来事 6：1～9：21 

a. 封印の裁き 6：1～17 

(1) 第一の封印 6：1～2 

 

 

(2) 第二の封印 6：3～4 

 

 

(3) 第三の封印 6：5～6 

 

 

(4) 第四の封印 6：7～8 

 

 

(5) 第五の封印 6：9～11 

 

 

(6) 第六の封印 6：12～17 

 

 

b． 144,000 人のユダヤ人と世界大のリバイバル 7：1～17 

  (1) 144,000 人のユダヤ人 7：1～8 

 

 

  (2) 異邦人の大会衆 7：9～17 

 

 

c. ラッパの裁き 8：1～9：21 

    (1) 第七の封印： 天に訪れた静けさ（序曲） 8：1～6 

 

 

 

(2)  第一のラッパ 8： 7 

 

(3)  第二のラッパ 8：8～9 
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(4)  第三のラッパ 8：10～11 

 

(5)  第四のラッパ 8：12 

 

(6)  三つの「わざわい」 8：13 

 

 

 

(7)  第五のラッパ 9：1～11 

 

 

 

(8)  第一の「わざわい」 9：12 

 

 

(9)  第六のラッパ 9：13～21 

 

 

 

 

2. 大患難時代の中間に起こる出来事 10：1～14：20 

a. 小さな巻物 10：1～11 

 

 

 

b. 大患難時代の神殿 11：1～2 

 

 

 

c. ふたりの証人 11：3～13 

 

 

 

 

d. 第二の「わざわい」 11：14 
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e. 第七のラッパ 11：15～19 

 

 

 

 

f. 大患難時代のイスラエル 12：1～17 

(1) 歴史的背景 12：1～5 

 

 

 

(2) イスラエルの逃避 12：6 

 

 

 

(3) 地上に投げ落とされるサタン 12：7～12 

 

 

 

(4) イスラエルに対するサタンの戦い 12：13～17 

 

 

 

 

g. 海からの獣 13：1～10 

 

 

 

 

 

h. 地からの獣 13：11～18 

(1) 獣の実体とその働き 13：11～15 

 

 

(2) 獣の刻印 13：16～18 
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i. 中間期の宣言 14：1～20 

(1) 第一の宣言： シオンの山の上の 144,000 人 14：1～5 

 

 

 

 

(2) 第二の宣言： 永遠の福音 14：6～7 

 

 

(3) 第三の宣言： バビロンの崩壊 14：8 

 

 

(4) 第四の宣言： 獣の刻印 14：9～12 

 

 

(5) 第五の宣言： 殉教者たち 14：13 

 

 

(6) 第六の宣言： 刈り取り 14：14～16 

 

 

(7) 第七の宣言： 踏まれる酒ぶね 14：17～20 

 

 

 

3. 大患難時代の後半に起こる出来事 15：1～16：21 

a. 天に現われるしるし 15：1～16：1 

 

 

 

b. 鉢の裁き 16：2～21 

(1) 第一の鉢 16：2 

 

(2) 第二の鉢 16：3 
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(3) 第三の鉢 16：4～7 

 

(4) 第四の鉢 16：8～9 

 

(5) 第五の鉢 16：10～11 

 

(6) 第六の鉢 16：12～16 

 

 

 

(7) 第七の鉢 16：17～21 

 

 

 

  4． 反復： 二つのバビロン 17：1～18：24 

 a. 統一された教会としてのバビロン（前半） 17：1～18 

(1) 大淫婦 17：1～6 

 

 

(2) 政府 17：7～14 

 

 

(3) 水 17：15 

 

 

(4) 大淫婦の滅亡 17：16～18 

 

 

 

  b． 政治的バビロン（後半） 18：1～24 

    (1) バビロンの崩壊 18：1～3 

 

    (2) バビロンの罪 18：4～8 

 

    (3) バビロンの嘆き 18：9～19 
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(4) 王たちの嘆き 18：9～10 

 

(5) 商人たちの嘆き 18：11～17a 

 

(6) 運輸人たちの嘆き 18：17b～19 

 

  (7) バビロン崩壊を喜ぶ人々 18：20 

 

    (8) バビロンの崩壊 18：21～24 

 

 

C. 再臨とその後に起こる出来事 19：1～20:3 

1. 再臨の前の序曲 19：1～10 

 

 

 

2. 再臨 19：11～18 

 

 

 

 

 

3. ハルマゲドンの戦い 19：19 

 

 

 

 

4. 反キリストと偽預言者 19：20 

 

 

5. 異邦人 19： 21 

 

 

6. サタンの縛り 20：1～3 
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D. メシア的王国 20：4～6 

1． メシアによる統治 20：4 

 

 

2． 第一の復活 20：5～6 

 

 

 

E. その後の出来事 20：7～15 

1． 最後の反乱 20：7～10 

 

 

 

2． 大きな白い御座の裁き 20：11～15 

 

 

 

 

F. 永遠の御国 21：1～22：5 

1． 過ぎ去る古い世界と出現する新しい世界 21：1～8 

 

 

2． 聖なる都エルサレム 21：9～22：5 

 a. 都の出現 21：9～10 

   

 

 

  b. 都の描写 21：11～22：5 

   (1) 栄光 21：11 

 

    (2) 城壁 21：12 

 

    (3) 門 21：13 

 

(4) 土台 21：14 
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(5) 都の大きさ 21：15～17 

 

(6) 材質 21：18～23 

 

(7) 入城 21：24～27 

 

(8) いのちの水の川 22：1 

 

(9) いのちの木 22：2 

 

(10) 住民 22：3～4 

 

(11) 栄光 22：5 

 

 

結論 

 A. 立証 22：6～9 

 

B. 黙示録が光であることの宣言 22：10～15 

 

C. 第一の保証 22：16 

 

D. 招き 22：17 

 

E. 警告 22：18～19 

 

F. 第二の保証 22：20 

 

G. 祝祷 22：21 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

無断複製・転載を禁じます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2003 年 6月 


